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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアプリケーションがインストールされ、少なくとも一つのアプリケーションを実
行する携帯端末装置であって、
　屋内若しくは自装置内に設けられたセンサ、またはユーザの入力によって取得した自装
置の現在の屋内での位置を示す位置情報および現在の日時を示す日時情報を少なくとも含
む現在情報を収集する現在情報収集部と、
　アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積するアプリ情報部と、
　前記現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および前記履歴情報に基づいて、各
アプリケーションに対して優先度を付与する優先度付与部と、
　前記優先度に基づいて、アプリケーションを特定するアイコンの表示方法を変更するア
プリ表示部と、を備え、
　前記アプリ情報部が蓄積する前記履歴情報には、アプリケーションごとに、実行された
場所に応じて異なるパラメータが含まれ、前記各アプリケーションは、前記現在情報に基
づいて特定された場所に応じたパラメータを用いて実行されることを特徴とする携帯端末
装置。
【請求項２】
　前記アプリ情報部は、各アプリケーションの起動場所および起動日時を第１のテーブル
に記録し、
　前記優先度付与部は、前記第１のテーブルから前記現在情報に適合する情報を抽出して
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第２のテーブルを生成し、前記第２のテーブルに基づいて、各アプリケーションに対して
優先度を付与することを特徴とする請求項１記載の携帯端末装置。
【請求項３】
　前記アプリ表示部は、前記優先度に従って、前記アイコンの表示順序を変更することを
特徴とする請求項１または請求項２記載の携帯端末装置。
【請求項４】
　前記アプリ表示部は、相対的に実行頻度の低いアプリケーションの削除を推薦する表示
、または相対的に実行頻度の低いアプリケーションに対応するアイコンを変更した表示を
行なうことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の携帯端末装置。
【請求項５】
　前記アプリ表示部は、相対的に前記優先度の高いアプリケーションに対応するアイコン
を表示する一方、相対的に優先度の低いアプリケーションに対応するアイコンを非表示と
することを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の携帯端末装置。
【請求項６】
　少なくとも前記優先度が最も高いアプリケーションを起動する制御部をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の携帯端末装置。
【請求項７】
　前記現在情報収集部は、ユーザの操作状態を現在情報として収集し、
　前記優先度付与部は、前記ユーザの操作状態に応じて、各アプリケーションに対して優
先度を付与することを特徴とする請求項１から請求項６のいずれかに記載の携帯端末装置
。
【請求項８】
　複数のアプリケーションがインストールされ、少なくとも一つのアプリケーションを実
行する携帯端末装置のプログラムであって、
　屋内若しくは自装置内に設けられたセンサ、またはユーザの入力によって取得した自装
置の現在の屋内での位置を示す位置情報および現在の日時を示す日時情報を少なくとも含
む現在情報を収集する処理と、
　アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積する処理と、
　前記現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および前記履歴情報に基づいて、各
アプリケーションに対して優先度を付与する処理と、
　前記優先度に基づいて、アプリケーションを特定するアイコンの表示方法を変更する処
理と、の一連の処理を、コンピュータに実行させ、
　蓄積する前記履歴情報には、アプリケーションごとに、実行された場所に応じて異なる
パラメータが含まれ、前記各アプリケーションは、前記現在情報に基づいて特定された場
所に応じたパラメータを用いて実行されることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザの使用状況に応じて、アイコンの表示方法を変更する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、携帯端末装置には、アプリケーションがインストールされている。このアプ
リケーションの数が多くなると、目的のアプリケーションを探すために手間がかかる場合
がある。特許文献１に記載されている技術では、ユーザの特定の状況に応じてアプリケー
ションを選択し、そのユーザインタフェースを配置するための配置ルールを生成する。こ
れにより、ユーザが目的とするアプリケーションを見つけやすくしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１０８００５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載の技術では、どのような条件下でどのアプリケーション
をどこに配置するかという情報を、ユーザが事前に設定する必要があるため、導入に手間
がかかるという欠点がある。また、特許文献１では、ＧＰＳ（Global Positioning Syste
m）によって位置情報を取得する手法を採るが、ＧＰＳでは屋内で位置を特定することは
困難である。このため、特許文献１記載の技術は、屋内では利用することができない。さ
らに、特許文献１記載の技術は、利用頻度の低いアプリケーションをどのように取り扱う
のかについては考慮されていない。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、ユーザの使用状況に応じて、
アイコンの表示方法を変更することができる携帯端末装置およびプログラムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の携帯端末装置は、複数のアプリケーションがインストールされ、少なくとも一
つのアプリケーションを実行する携帯端末装置であって、自装置の現在の位置を示す位置
情報および現在の時刻を示す時刻情報を少なくとも含む現在情報を収集する現在情報収集
部と、アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積するアプリ情報部と、前記現在
情報が更新される度に、更新後の現在情報および前記履歴情報に基づいて、各アプリケー
ションに対して優先度を付与する優先度付与部と、前記優先度に基づいて、アプリケーシ
ョンを特定するアイコンの表示方法を変更するアプリ表示部と、を備えることを特徴とす
る。
【０００７】
　このように、自装置の現在の位置を示す位置情報および現在の時刻を示す時刻情報を少
なくとも含む現在情報を収集し、アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積し、
現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および履歴情報に基づいて、各アプリケー
ションに対して優先度を付与し、優先度に基づいて、アプリケーションを特定するアイコ
ンの表示方法を変更するので、ユーザにとって、ユーザの現在の状況にふさわしいアプリ
ケーションを選択し易くなる。また、アプリケーションの実行履歴と、現在位置と、現在
時刻に応じて、自動的にアプリケーションに対応するアイコンの表示が変更されるため、
ユーザが表示条件に関する設定を行なう必要がなく、利便性を高めることができる。
【０００８】
　（２）また、本発明の携帯端末装置において、前記アプリ情報部は、各アプリケーショ
ンの起動場所および起動時刻を第１のテーブルに記録し、前記優先度付与部は、前記第１
のテーブルから前記現在情報に適合する情報を抽出して第２のテーブルを生成し、前記第
２のテーブルに基づいて、各アプリケーションに対して優先度を付与することを特徴とす
る。
【０００９】
　このように、各アプリケーションの起動場所および起動時刻を第１のテーブルに記録し
、第１のテーブルから現在情報に適合する情報を抽出して第２のテーブルを生成し、第２
のテーブルに基づいて、各アプリケーションに対して優先度を付与するので、現在情報に
適合するアプリケーションの候補が明確化され、優先度の付与や変更を容易に行なうこと
が可能となる。
【００１０】
　（３）また、本発明の携帯端末装置において、前記アプリ表示部は、前記優先度に従っ
て、前記アイコンの表示順序を変更することを特徴とする。
【００１１】
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　このように、優先度に従って、アイコンの表示順序を変更するので、ユーザが、優先度
の高いアイコンを選択し易いように表示することが可能となる。逆に、ユーザが、優先度
の低いアイコンを選択し難いように表示することも可能となる。
【００１２】
　（４）また、本発明の携帯端末装置において、前記アプリ表示部は、相対的に実行頻度
の低いアプリケーションの削除を推薦する表示、または相対的に実行頻度の低いアプリケ
ーションに対応するアイコンを変更した表示を行なうことを特徴とする。
【００１３】
　このように、相対的に実行頻度の低いアプリケーションの削除を推薦する表示、または
相対的に実行頻度の低いアプリケーションに対応するアイコンを変更した表示を行なうの
で、ユーザにとって不必要なアプリケーションに対応するアイコンが表示されず、または
ユーザの目に止まり難く表示することができる。その結果、ユーザは、所望のアイコンを
探し易くなる。
【００１４】
　（５）また、本発明の携帯端末装置において、前記アプリ表示部は、相対的に前記優先
度の高いアプリケーションに対応するアイコンを表示する一方、相対的に優先度の低いア
プリケーションに対応するアイコンを非表示とすることを特徴とする。
【００１５】
　このように、相対的に優先度の高いアプリケーションに対応するアイコンを表示する一
方、相対的に優先度の低いアプリケーションに対応するアイコンを非表示とするので、ユ
ーザにとって必要なアプリケーションに対応するアイコンが表示され、ユーザにとって不
必要なアプリケーションに対応するアイコンが表示されなくなる。その結果、ユーザは、
所望のアイコンを探し易くなる。
【００１６】
　（６）また、本発明の携帯端末装置は、少なくとも前記優先度が最も高いアプリケーシ
ョンを起動する制御部をさらに備えることを特徴とする。
【００１７】
　このように、少なくとも優先度が最も高いアプリケーションを起動するので、ユーザは
、現在状況に最もふさわしいと考えられるアプリケーションをすぐに使用することが可能
となる。
【００１８】
　（７）また、本発明の携帯端末装置において、前記現在情報収集部は、ユーザの操作状
態を現在情報として収集し、前記優先度付与部は、前記ユーザの操作状態に応じて、各ア
プリケーションに対して優先度を付与することを特徴とする。
【００１９】
　このように、ユーザの操作状態を現在情報として収集し、ユーザの操作状態に応じて、
各アプリケーションに対して優先度を付与するので、ユーザの操作状態に応じた優先度を
付与することが可能となる。その結果、ユーザの操作状態に最もふさわしいアプリケーシ
ョンを提案することが可能となる。
【００２０】
　（８）また、本発明のプログラムは、複数のアプリケーションがインストールされ、少
なくとも一つのアプリケーションを実行する携帯端末装置のプログラムであって、自装置
の現在の位置を示す位置情報および現在の時刻を示す時刻情報を少なくとも含む現在情報
を収集する処理と、アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積する処理と、前記
現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および前記履歴情報に基づいて、各アプリ
ケーションに対して優先度を付与する処理と、前記優先度に基づいて、アプリケーション
を特定するアイコンの表示方法を変更する処理と、の一連の処理を、コンピュータに実行
させることを特徴とする。
【００２１】
　このように、自装置の現在の位置を示す位置情報および現在の時刻を示す時刻情報を少
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なくとも含む現在情報を収集し、アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積し、
現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および履歴情報に基づいて、各アプリケー
ションに対して優先度を付与し、優先度に基づいて、アプリケーションを特定するアイコ
ンの表示方法を変更するので、ユーザにとって、ユーザの現在の状況にふさわしいアプリ
ケーションを選択し易くなる。また、アプリケーションの実行履歴と、現在位置と、現在
時刻に応じて、自動的にアプリケーションに対応するアイコンの表示が変更されるため、
ユーザが表示条件に関する設定を行なう必要がなく、利便性を高めることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、ユーザにとって、ユーザの現在の状況にふさわしいアプリケーション
を選択し易くなる。また、アプリケーションの実行履歴と、現在位置と、現在時刻に応じ
て、自動的にアプリケーションに対応するアイコンの表示が変更されるため、ユーザが表
示条件に関する設定を行なう必要がなく、利便性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本実施形態の概念を示すブロック図である。
【図２】本実施形態に係る携帯端末装置の動作の概要を示すフローチャートである。
【図３】アプリケーションに対応するアイコンを表示する際の動作を示すフローチャート
である。
【図４】アプリケーションの利用情報を蓄積する動作を示すフローチャートである。
【図５】アプリ情報部７がテーブルに蓄積する情報の例を示す図である。
【図６】削除を推薦する動作を示すフローチャートである。
【図７】実施例に係る端末の概略構成を示すブロック図である。
【図８】アプリ利用情報蓄積部１０５のデータのうち、条件が一致するデータのみを集め
たテーブルを示す図である。
【図９】アプリケーションの優先度順にアイコンを並び替えて、端末のディスプレイに表
示した様子を示す図である。
【図１０】アイコンの削除を推薦する表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、本実施形態の概念を示すブロック図である。本実施形態に係る携帯端末装置は
、複数のアプリケーションがインストールされ、少なくとも一つのアプリケーションを実
行可能である。現在情報収集部３は、自装置の現在の位置を示す位置情報および現在の時
刻を示す時刻情報を少なくとも含む現在情報を収集する。アプリケーションを介して利用
する機器の情報を収集しても良い。
【００２５】
　アプリ情報部７は、アプリケーションの実行履歴を示す履歴情報を蓄積する。実行履歴
（利用履歴）とは、例えば、アプリケーションの名称、起動時の場所、起動時の日付、起
動時の時刻、起動から終了までの時間、利用機器を示すパラメータなどの情報である。な
お、携帯端末装置のユーザ本人の履歴の他、家族の履歴、一般的な履歴であっても良い。
ユーザが初めて使用する場合には、一般的な履歴を利用する。
【００２６】
　優先度付与部９は、現在情報が更新される度に、更新後の現在情報および履歴情報に基
づいて、各アプリケーションに対して優先度を付与する。すなわち、アプリ情報部７のデ
ータを利用して、現在情報（場所および日時）と同じ条件下で利用されやすいアプリケー
ションの優先順位を決定する。アプリケーション設定の優先順位を決定しても良い。
【００２７】
　アプリ表示部１１は、優先度付与部９が決定した優先度に基づいて、アプリケーション
を特定するアイコンの表示方法を変更する。具体的には、アイコンを優先度順に並べ替え
て表示する。ここで、優先度が高いほどアイコンを大きく表示し、優先度が低いほどアイ
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コンを小さく表示しても良い。また、例えば、優先度が３位以内のアプリケーションに対
応するアイコンのみを表示しても良い。
【００２８】
　削除推薦部１３は、アプリ表示部１１に対して、相対的に実行頻度の低いアプリケーシ
ョンの削除を推薦する表示をするよう指示する。また、削除推薦部１３は、アプリ表示部
１１に対して、相対的に実行頻度の低いアプリケーションに対応するアイコンを変更した
表示を行なうよう指示する。この変更は、例えば、アイコンをグレーアウトで表示したり
、不使用アイコンを格納するフォルダに移動させたり、アイコンを小さく表示したりする
。
【００２９】
　制御部１５は、少なくとも優先度が最も高いアプリケーションを起動する。例えば、優
先度が３位以内のアプリケーションを起動するようにしても良い。
【００３０】
　図２は、本実施形態に係る携帯端末装置の動作の概要を示すフローチャートである。ま
ず、現在情報である「日時、場所」の情報を収集し（ステップＳ１）、実行履歴（利用履
歴）、すなわち、アプリケーションの名称（アプリ名）、起動時の場所（場所情報）、起
動時の日付および起動時の時刻（日時情報）、利用機器を示すパラメータなどの情報を参
照する（ステップＳ２）。次に、優先度を算出する（ステップＳ３）。ここでは、現在情
報と「場所、平日／休日、時間帯」の条件が合致するアプリケーションの種類とその利用
頻度を求めて、利用頻度の高い順をアプリケーションの優先度とする。
【００３１】
　次に、優先度に従って、アプリケーションに対応するアイコンを、携帯端末装置が備え
るディスプレイに表示する（ステップＳ４）。また、利用頻度の低いアプリケーションを
抽出し、ユーザに削除を促す表示を行なう（ステップＳ５）。ユーザがアプリケーション
を起動すると（ステップＳ６）、そのアプリケーションの名称、そのアプリケーションを
起動した場所、日時、パラメータをアプリ情報部７に蓄積し、対応するデータを更新する
。
【００３２】
　なお、優先度の高いアプリケーションに対応するアイコンを表示するのみならず、少な
くとも優先度が最も高いアプリケーションを起動するようにしても良い。これにより、ユ
ーザは、現在状況に最もふさわしいと考えられるアプリケーションをすぐに使用すること
が可能となる。
【００３３】
　図３は、アプリケーションに対応するアイコンを表示する際の動作を示すフローチャー
トである。まず、現在情報を取得する（ステップＴ１）。ここでは、現在情報が変化した
時、場所情報とその時の日時情報を取得する。次に、アプリ利用情報を取得し（ステップ
Ｔ２）、次に、優先度を算出し（ステップＴ３）、優先度順にアプリケーションに対応す
るアイコンを並び替えて表示する（ステップＴ４）。
【００３４】
　図４は、アプリケーションの利用情報を蓄積する動作を示すフローチャートである。ア
プリケーションが起動すると（ステップＰ１）、フロアセンサや人感センサ等の外部セン
サにより、当該アプリケーションの起動場所を取得する（ステップＰ２）。例えば、携帯
端末装置とフロアセンサや人感センサ等が通信を行ない、携帯端末装置の場所情報を取得
する。次に、日時情報を取得する（ステップＰ３）。ここでは、当該アプリケーションが
起動された日付、時間を取得する。次に、アプリ情報として、当該アプリケーションの名
称を取得する（ステップＰ４）。最後に、上記ステップＰ１～ステップＰ４までに取得し
たデータをアプリ情報部７に追加し、データを更新する（ステップＰ５）。
【００３５】
　図５は、アプリ情報部７がテーブルに蓄積する情報の例を示す図である。ここで、テレ
ビアプリには、寝室（場所４）のテレビ操作が可能なパラメータ設定２と、リビング（場
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所１）のテレビ操作が可能なパラメータ設定１があり、場所に応じてパラメータを自動的
に変更するために、パラメータを設けている。また他にも、エアコン操作など、メーカが
異なると設定を変更する必要のあるものや、温度設定などをパラメータとして保持してお
き、場所ごとに切替えることが可能である。図５に示すテーブルは、第１のテーブルを構
成する。
【００３６】
　図６は、削除を推薦する動作を示すフローチャートである。まず、一定期間内で利用頻
度の低いアプリケーションを抽出する（ステップＱ１）。この「一定期間」は、予め設定
しておいたものと使っても良いし、ユーザが任意に決めても良い。次に、削除推薦メッセ
ージを表示する（ステップＱ２）。
【実施例１】
【００３７】
　次に、実施例について説明する。本実施例に係る携帯端末装置は、例えば、携帯電話機
、スマートフォン、タブレット等、アプリケーションを実行可能で、ディスプレイを有し
、ユーザが運搬可能である端末のことを意味する。
【００３８】
　図７は、実施例に係る端末の概略構成を示すブロック図である。図７において、端末１
０１は、アプリ利用情報収集部１０３、アプリ利用情報蓄積部１０５、削除推薦部１０７
、ディスプレイ１０９、優先度算出部１１１および日付情報取得部１１３を備える。アプ
リ利用情報収集部１０３は、場所情報受信部１１９、日時情報受信部１２１およびアプリ
利用情報取得部１２３を備えている。また、端末１０１は、場所取得センサ１１７が取得
した情報を、場所情報収集部１１５を介して、場所情報を取得する。
【００３９】
　（Ａ）現在情報取得
　現在の日付、時間を端末１０１内部から取得する。また、フロアセンサ、人感センサ等
の外部センサ（１１７）を利用して、現在の場所情報を取得する。また、場所は人為的操
作、端末を振る、指定したタップ操作などによって場所を指定してもよい。例えば、３回
振るとキッチンを表わす、などである。例えば、現在情報は以下のように表現することが
できる。
（例）
（日付、時間、場所）：（20130809、18:25、3）
　（Ｂ）アプリケーションの優先度算出
　アプリ利用情報蓄積部１０５にあるデータと、現在情報の条件が一致するデータを抽出
する。ここで条件とは、例えば、「平日／休日」、および、「朝／昼／夕／夜」を指し、
この条件が一致するデータを、アプリ利用情報蓄積部１０５から抽出する。アプリケーシ
ョン毎に起動回数をカウントし、起動回数順に並び替え、それをアプリケーションの優先
度順とする。
【００４０】
　上記の（例）において、条件は、「平日、夕方、３」となる。この条件が一致するアプ
リ起動履歴を、アプリ利用情報蓄積部１０５から抽出し、図８に示すテーブルを作成する
。図８は、アプリ利用情報蓄積部１０５のデータのうち、条件が一致するデータのみを集
めたテーブルを示す図である。このテーブルにおいて、各アプリケーションの起動回数を
カウントすると、レシピが３回、音楽が２回、ブログが１回であるため、優先度順に並べ
ると、レシピ、音楽、ブログとなる。なお、図８に示すテーブルは、第２のテーブルを構
成する。
【００４１】
　（Ｃ）アプリ表示
　図９は、アプリケーションの優先度順にアイコンを並び替えて、端末のディスプレイに
表示した様子を示す図である。ここでは、優先順位は、レシピ、音楽、ブログ、その他と
なる。例えば、ユーザが端末１０１と共に、平日、夕方、帰宅時にリビングでくつろいで
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いるときには、図９の上側の図のような順にアイコンが配置されているが、ユーザが端末
１０１と共にキッチンに移動してディスプレイを見ると、図９の下側の図のように、アイ
コンの並び方が自動的に変更される。
【００４２】
　アイコンの並び方をすべて変更する必要はなく、ユーザのお気に入りのアプリケーショ
ンに対応するアイコンや電話やメール等の“基本アプリ”は、場所を固定しておき、一部
の領域のアイコンの並びを変更することもできる。
【００４３】
　また、端末１０１のホーム画面を整理するため、アイコンを一つのフォルダにまとめて
おき、優先度の高いアプリケーションに対応するアイコンをフォルダから出して表示する
ようにしても良い。これにより、場所と時間に応じて、ユーザが利用するのにふさわしい
アプリケーションに対応するアイコンのみを表示させることが可能となる。
【００４４】
　（Ｄ）削除推薦
　図１０は、アイコンの削除を推薦する表示例を示す図である。アプリケーションの利用
頻度が著しく低く、例えば、２ヶ月間全く利用されてない場合、今後も利用される頻度が
低いと考えられるため、ユーザに削除を促すメッセージを表示する。この場合、図１０に
示すように、“「ゲーム１」、「カメラ４」が利用されていません。削除しますか？”と
のメッセージをアイコンと共に表示する。
【００４５】
　なお、削除ではなく、使用頻度の低いアイコンをグレーアウトで表示したり、不使用ア
イコンを格納するフォルダに移動させたり、アイコンを小さく表示したりしても良い。
【００４６】
　（Ｅ）アプリ通知
　アプリケーションを利用する際、場所と状態に応じて通知を変更しても良い。例えば、
ユーザがアプリケーションを使用中に、リアルタイムでの応答が必要でないアプリケーシ
ョンが動作した場合（例えば、メールやメッセージの受信）、その動作の通知を出さない
ようにしても良い。例えば、リビングで録画済みの映画を視聴している最中は、ユーザは
端末を手放していることが多く、集中している状態であると考えられる。このような場合
は、メールを受信した場合でも通知を出さないようにする。この状態は、加速度センサに
動きがないことから検知することができる。一方、端末が手元にあり、操作している場合
は、加速度センサに動きがあるため、メールを受信した場合は通知する。
【００４７】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ユーザが意識することなく目的のアプリケ
ーションに対応するアイコンが、端末のホーム画面に自動的に表示される。ユーザ、家族
、一般的なユーザのアプリ起動履歴を利用して、利用頻度の高いアプリケーションとその
場所、時間帯を端末で保持するため、表示条件に関する設定を行なう必要がなく、手間を
省くことができる。また、フロアセンサや人感センサなどの外部センサの情報を取得する
ことによって、屋内のどの場所にいるかが把握できるため、同じ家の中で場所を移動して
も、アプリケーションの配置を自動的に変更することができる。また、利用頻度の低いア
プリケーションの削除を促すことで、不必要にアプリケーションが増加することを防ぐこ
とが可能となる。また、テレビやエアコンなど、部屋に応じて異なるメーカの機器を利用
する際、従来の技術では、その都度設定が必要であるが、本発明を利用することによって
、利用時に設定変更の必要がなくなる。その結果、ユーザの利便性を高めることが可能と
なる。
【符号の説明】
【００４８】
３　現在情報収集部
７　アプリ情報部
９　優先度付与部
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１１　アプリ表示部
１３　削除推薦部
１５　制御部
１０１　端末
１０３　アプリ利用情報収集部
１０５　アプリ利用情報蓄積部
１０７　削除推薦部
１０９　ディスプレイ
１１１　優先度算出部
１１３　日付情報取得部
１１５　場所情報収集部
１１７　場所取得センサ
１１９　場所情報受信部
１２１　日時情報受信部
１２３　アプリ利用情報取得部

                                                                                

【図１】

【図２】

【図３】
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